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政
府
が
、
令
和
二
年
六
月
十
九
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
」
（
以
下
「
ア
プ

リ
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
運
用
開
始
か
ら
三
か
月
が
経
過
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
は
九
月
十
五
日
現
在
で

約
一
千
六
百
九
十
二
万
件
と
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和
二
年
五
月
二
十
五
日
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
安
倍
内

閣
総
理
大
臣
記
者
会
見
に
お
い
て
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
発
言
し
た
「
人
口
の
六
割
近
く
に
普
及
」
に
は
、
ほ
ど
遠
い
状
況

で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
が
「
人
口
の
六
割
近
く
」
に
全
く
届
い
て
い
な
い
状
況
に
お
い
て
、
ア
プ
リ
を
運
用
す
る
意

義
は
あ
る
の
か
。
「
人
口
の
六
割
近
く
」
に
達
し
て
い
な
い
状
態
で
の
ア
プ
リ
の
運
用
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
を
抑
制
す
る
効
果
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

前
回
の
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
二
〇
一
第
二
六
七
号
）
で
は
、
「
政
府
と
し
て
具
体
的
な
目
標
値
は
設
定
し
て
い
な
い
」
と

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
政
府
と
し
て
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
に
つ
い
て
具
体
的
な
目
標
値
は
設
定
さ
れ
た
か
。
目

標
値
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
目
標
値
達
成
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
。
ま
た
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
数
が
「
人
口
の
六
割
近
く
」
に
達
し
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 
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三 

九
月
十
五
日
現
在
に
お
い
て
陽
性
登
録
件
数
が
七
百
六
十
七
件
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
ア
プ
リ
へ
の
陽
性
登
録
に

よ
り
ア
プ
リ
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
者
と
の
接
触
が
あ
っ
た
旨
の
通
知
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
検
査
を

実
施
し
、
当
該
通
知
を
受
け
た
者
の
陽
性
が
確
認
さ
れ
た
事
例
は
何
件
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
他
ア
プ
リ
を
介
し
て
陽
性
が
確

認
さ
れ
た
事
例
に
つ
い
て
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。 

四 

ア
プ
リ
へ
の
陽
性
登
録
に
必
要
な
処
理
番
号
（
厚
生
労
働
省
が
所
管
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
等
情
報
把
握
・

管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
か
ら
当
該
陽
性
者
に
対
し
て
発
行
さ
れ
た
番
号
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
発
行
が
遅
い
と
の
報
道
が

あ
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
処
理
番
号
を
発
行
す
る
ハ
ー
シ
ス
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
等
情
報
把
握
・
管

理
支
援
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
取
り
巻
く
状
況
が
あ
り
、
一
部
の
保
健
所
が
ハ
ー
シ
ス
に
完
全
に
移
行
し
て

い
な
い
こ
と
、
ハ
ー
シ
ス
に
対
応
す
る
保
健
所
の
人
員
不
足
等
が
あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ハ
ー
シ
ス
に
つ
い
て

は
、
「
発
症
日
」
等
の
デ
ー
タ
が
把
握
で
き
な
い
、
入
力
し
づ
ら
い
等
の
改
善
す
べ
き
点
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ー
シ
ス

の
改
善
す
べ
き
点
に
関
す
る
対
策
を
含
め
た
処
理
番
号
発
行
手
続
改
善
の
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ

た
い
。 

五 

ア
プ
リ
に
よ
る
陽
性
者
と
の
接
触
に
係
る
プ
ッ
シ
ュ
通
知
が
あ
っ
て
も
、
ア
プ
リ
を
開
く
と
「
接
触
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
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で
し
た
」
と
表
示
さ
れ
る
不
具
合
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
が
調
査
し
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ｏ
Ｓ
（
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）
の
接
触
チ
ェ
ッ
ク
の
記
録
と
、
ア
プ
リ
上
で
の
記
録
に
お
け
る

陽
性
者
と
の
接
触
確
認
の
結
果
に
違
い
が
生
じ
る
不
具
合
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
不
具
合
を
把
握
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
把
握
し
て
い
る
場
合
、
解
消
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
回
答
さ
れ
た
い
。 

六 

政
府
Ｃ
Ｉ
Ｏ
ポ
ー
タ
ル
に
掲
載
さ
れ
た
「
接
触
確
認
ア
プ
リ
及
び
関
連
シ
ス
テ
ム
仕
様
書
」
（
二
○
二
○
年
五
月
二
十
六

日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
テ
ッ
ク
チ
ー
ム
）
四
頁
に
「
本
ア
プ
リ
を
導
入
し
た
利
用
者
は
、
日
常
的
に
本
ア
プ

リ
の
導
入
か
ら
の
日
数
や
日
々
の
全
接
触
回
数
（
相
手
が
陽
性
者
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
接
触
し
た
回
数
）
を
確
認
が
で

き
、
行
動
変
容
の
た
め
の
情
報
と
し
て
活
用
す
る
。
」
と
あ
る
が
、
「
日
々
の
全
接
触
回
数
（
相
手
が
陽
性
者
か
否
か
に
か

か
わ
ら
ず
接
触
し
た
回
数
）
を
確
認
」
す
る
機
能
は
実
現
さ
れ
る
の
か
。
実
現
さ
れ
る
な
ら
ば
い
つ
実
現
さ
れ
る
の
か
政
府

の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


